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三彩化工株式会社 

http://www.sansai.com 

ISO 9001・14001 認証取得 

本社・工場 

本社・工場 〒531-0076 大阪市北区大淀中 3-5-30 
大阪(営)   TEL 06-6451-7851(代) FAX 06-6451-1187 
東京(営)     TEL 047-455-3711(代) FAX 047-455-3722 
名古屋(営)   TEL 052-321-2051(代)  FAX 052-322-3790 
広島・福岡(駐)  TEL 092-719-1756 

ストリッパブルペイント、水性、刷毛塗り 

金属、ガラス、塗装面の保護、色付き (グリーン) 

ケミパック W-02 は、水溶性ビニール系高分子を主体としており、金属、ガラス、
既存塗装、プラスチック製品など、広範囲な素材に塗布出来ます。水の影響は受け
るものの、有機溶剤に対して影響を受け難く、マスキング剤として効果を発揮しま
す。 

 
性 状 

外観 緑色液体 

粘度 (20℃) 代表値 1.5〜2.5Pa･s (15〜25P) 

固形分含有量 約 23% 

塗付方法 刷毛塗り、浸漬、フローコーター 

標準塗付量 
(ロスを含まない) 

150〜180g/m2/１回塗り 

標準乾燥膜厚 30〜40μm 

乾燥時間 約 120 分 (20℃･RH=75%) 

被膜の抗張力 約 200kg/cm2 

被膜の伸度 約 160% 

抗ブロッキング性 100g/cm2/30℃ 

耐水性 なし (再溶解) 

耐溶剤性 メタノール、含水アルコール類以外の一般溶剤に対して良好 

一時保護期間 室内にて 1 ヶ月程度 

http://www.sansai.com


ケミパック W-02 

                                             

 

使用方法 
1. 使用前に均一になるように撹拌します。 
2. 原液での使用を推奨します。希釈する場合は、水を使用します。 
3. 希釈しすぎると膜厚が出ないので剥がし難くなります。 
4. 乾燥の際に、80℃以上に加温すると、発泡し剥がし難くなります。強制乾燥する場合

は直火を避け 70℃以内の熱風で乾燥させます。 
5. 空気の乾燥している時に剥がすと静電気が発生します。 
6. 剥がれ難くなった場合は水で溶解します。 
7. スプレー塗りは気泡が発生します。 
8. 水に濡れたり、湿度の高い場所では塗膜が再溶解します。塗付後は屋内の乾燥した場所

に保管します。 
 
作業上の注意事項 

1. 皮膚、粘膜にふれないように、保護手袋、保護メガネなどの保護具を着用します。 
2. 取扱場所は風通しのよい場所で行います。 
3. 皮膚に付着した場合は多量の水と石けん (鹸) で洗います。皮膚に刺激が生じた場合は

医師の診察を受ける。 
4. 目に入った場合は水で数分間注意深く洗います。コンタクトレンズを着用していて容易

に外せる場合は外し、その後も洗浄を続けます。目の刺激が続く場合は医師の診察を受
ける。 

5. 蒸気、ガスを吸い込んで気分が悪くなった場合は、新鮮な空気の場所で安静にします。
必要であれば医師の手当てを受ける。 

6. 直射日光や高温のところに置かない、風通しの良い冷暗所に保管します。 
 
荷 姿  4kg   4L 金属缶 (1 箱 4 缶入り) 

18kg 18L 石油缶 
 

 

適用法令及び詳細な注意事項につきましては SDS をご参照ください 
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